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陽春の候 保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び

を申し上げます。この度の新型コロナウィルス感染拡大防止により、入学式に

保護者やご家族の方々が参列できない状況となってしまい、心からお詫び申し

上げます。 

４月７日（火）本校体育館において、入学式を無事に挙行させていただきまし

た。３５９名の新入生は、溢れるばかりの笑顔で、教職員の見守る中、本校に入

学されました。 

新入生の保護者の皆様におかれましては、お子様のご入学、誠におめでとう

ございます。これまでの深い愛情に満ちた温かいご指導に対して、心から敬意

を表します。本校におきましては、生徒達が多感な青春時代の高校三年間を有

意義に過ごし、それぞれの目標に向かって健やかに成長できますよう、教職員

一同、全力で取り組んでまいります。 

これから三年間、保護者の皆様と学校との信頼関係を基盤とした連携と協力

をいただきながら、生徒の成長を支援してまいりたいと存じます。本校の教育

方針に何卒ご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。           

お詫びと感謝の気持ちを込めて、私の式辞原稿を掲載させていただきます。 

 

 

《 埼玉県立川越女子高等学校 令和二年度入学式 式辞 》 

正門の桜の花が咲き誇り、新緑が目に眩しい、躍動する季節がめぐってまいり

ました。この度の不測の事態により、新入生の皆さんや保護者の方々が予期せぬ

形での入学式となりましたが、心を込めて式辞を述べたいと思います。 

ただいま本校への入学を許可いたしました三五九名の新入生の皆さん、ご入

学おめでとうございます。皆さんは、これまでの弛まぬ努力が実を結び、難関の

入学試験を見事に突破され、川越女子高校での学びの扉が、今開かれました。本

校への入学を教職員一同、心から歓迎いたします。 

本日から皆さんは、川越女子高校の一員となりました。皆さんには、保護者や

ご家族の方々が、これまで皆さんを支え続けくださったことを忘れずに、感謝の

心を持って、川女生であることを誇りに持ち、高校生活をスタートしてほしいと

願っています。 

この川越女子高校は、創立百十年を超える、県下でも有数の歴史と伝統のある

女子高です。本校では、「学力の向上」と「人格の陶冶」を二本柱として、様々

な教育活動を展開しています。さらに、平成十八年度から三期にわたり、文部科

学省の「スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）」指定校として、文系理系

の区別なく、科学的思考力を培い、国内外で活躍する人材の育成に力を入れてい

ます。これからの三年間、かけがいのない友や先輩方と出会い、心身を鍛え、自

身の能力を大いに伸ばし、健やかに成長できるよう、教職員一同、全力で皆さん



を支えていく所存です。 

さて、高校生活への期待と希望に満ちあふれている新入生の皆さんに、「真の

川女生」になるために、これからの生活において、実践してほしいモットーが二

つあります。それは、「Have desire to learn」というモットーと「Be modest 

for anybody」というモットーです。 

まず、一つ目のモットーである「Have desire to learn」とは、本校の教育の

二本柱の一つである「学力の向上」につながる言葉です。平たく言えば、「学び

に貪欲になれ」という意味です。この数年で学校教育は大きく変容しました。一

斉一律の学びから、個人の進度や能力に応じた学びに大きくシフトしました。ま

た、同一学年集団の学習に加えて、異年齢・異学年集団での協調学習が主流とな

りました。この川越女子高校には、多様な学びの場が整っています。日常の「質

の高い授業」、教科の壁を越えて展開する「教科間連携授業」、外務省等からの特

別講師による「出張講義」、新聞を活用した「NIE」、１年生全員対象とした「課

題研究」、SSH による「出張講義」や「高大接続事業」など、魅力的で豊富な学

びの場を積極的に活用し、新入生の皆さんには、「have desire to learn」を実

践してほしいと思います。それが「学力の向上」に必ずつながります。  

そして二つ目のモットーである「Be modest for anybody」とは、「学力の向

上」とともに本校の教育の柱である「人格の陶冶」につながる言葉です。つまり

「人には謙虚であれ」という意味です。この度の不測の出来事のため、私たちは

今までに経験したことのない、非日常の中にいます。強い不安と隣り合わせの中

で、人としてあるべき心根（こころね）を持ち続けるのは、ストレスがたまり、

時には弱い人たちを攻撃し、自分にとって都合のよい情報だけを信じたくなり

ます。終わりの見えない時の中で、私たちは「思いやり」の心をいかに持ち続け

られるのかが、問われるのです。「心は誰にも見えないが、心遣いは誰にでも見

える。思いは見えないが、思いやりは誰にでも見える。その気持ちをカタチに」

これはある詩の一節ですが、新入生の皆さんには、優しく謙虚な人になってほし

いと思います。これからの三年間、部活動や学校行事に真摯に取り組み、自身の

人間性に磨きをかけ、新入生の皆さんには、「Be modest for anybody」を実践し

続けてほしいと思います。それが、「人格の陶冶」に必ずつながります。 

以上、二点申し上げましたが、新入生の皆さんは、川越女子高校という素晴ら

く恵まれた環境の下、自らの高い資質・能力を活かし、最大限の努力を重ね、し

っかりと三年間学び尽くしてください。これから始まる新入生の皆さんの川女

生としての生活が、有意義で、生き生きとした活気に満ちたものとなることを祈

念し、式辞といたします。 
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